
令和５年度 中学校学習指導要領実施状況調査について(結果のポイント）

【目的】
中学校学習指導要領の次期改訂に資するため、今次改訂の改善事項を中心に、各教科等の目標や内容に照らした生徒の学習の実現状況について

調査研究を行い、検討の基礎となる客観的データ等を得るとともに、教育課程の基準に係る課題の有無及びその内容等を検証・総括する。

【時期、対象学年及び教科等】
〇調査時期：調査①令和５年11月１日（水）から令和５年12月22日（金）

（音楽、美術、技術・家庭、保健体育、特別の教科 道徳、総合的な学習の時間、特別活動）
調査②令和６年１月22日（月）から令和６年３月19日（火）

（国語、社会、数学、理科、外国語（英語）、特別の教科 道徳、総合的な学習の時間、特別活動）
〇調査対象：国公立及び私立中学校 1,356校（義務教育学校後期課程、中等教育学校前期課程含む） ※全学校の約13.２％、無作為抽出

実施生徒数（延べ） 159,150人
〇内容 ：各教科で、①今回の改訂の基本方針に関する事項、②各教科等の主な改善事項（今回の改訂で新設された事項、学年及び学校種を超

えて移行した事項）、③従来、課題とされている事項の視点に基づくペーパーテスト調査を実施するとともに、一部教科で実技調査
を実施。あわせて、生徒、教師、学校長を対象とした質問調査をオンライン形式にて実施。

・ペーパーテスト調査：第１～３学年 国語、社会、数学、理科、音楽、美術、技術・家庭、保健体育（体育分野、保健分野）、
外国語（英語）

・質問調査（学校）（生徒、教師）：第１～３学年 特別の教科 道徳、総合的な学習の時間、特別活動
・実技調査：第２学年 保健体育（体育分野） 第３学年 美術、技術・家庭（家庭分野）、外国語（英語）

調査の概要

特別の教科 道徳、総合的な学習の時間、特別活動の質問調査の結果から
〇基本的に多くの設問において生徒の肯定的な回答の割合が高く、これらの教科・活動等に対する生徒の高い意欲がうかがわれる。

各教科のペーパーテスト調査の結果から
○必要な情報を資料から読み取ることについては成果が見られるが、読み取った情報を整理してまとめることや、そこから自分の考えを表現する
こと、情報を基にその原因や理由を説明することについては課題があると考えられる。

○基礎的・基本的な知識の理解は進んでいるが、知識と関連付けて表現することや、分析的・総合的に物事を捉えることについては課題があると
考えられる。

（主なポイント）
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ペーパーテスト調査等の概要

令和５年度 中学校学習指導要領実施状況調査について（ペーパーテスト調査等）

● 調査実施校：中学校 1,356 校 実施生徒数 159,150人（延べ数）

※１教科１問当たり、3,600人程度の調査結果を得ることができるよう、調査対象を無作為抽出した。

● データを見るにあたって
〇「１．主な改訂のポイント」「２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題」「３．２の成果と
課題を踏まえた改善の方向性」「４．調査問題例」の４構成と「４」に対応する問題を別紙（問題例）で添付。

〇「２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題」中の赤字部分は「相当数の児童ができている」
もの、青字部分は「課題があると考えられる」もので、下線が付されているものは、「４．調査問題例」及び別紙
において問題例（質問項目例）が示されている。

※実技調査については、対象教科（美術、技術・家庭（家庭分野）、保健体育（体育分野）、外国語（英語） ）の
ペーパーテスト調査を実施する抽出校の中から調査を実施する学校を抽出。（１教科当たり350人程度：10校程度）
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令和５年度 中学校学習指導要領実施状況調査の結果について（技術・家庭（技術分野））

○データを活用して計測・制御システムを設計する際に、技術の
見方・考え方を働かせてしきい値を決める思考を問う問題を出
題。 【通過率 36.9％】

「図表、モデル、データ等を活用した設計・計画の
最適化」の問題例（別紙３、５、６参照）

○技術の発達を主体的に支え、技術革新を牽引する資質・能力を育成するため、
次の観点から改訂した。
・社会の変化に対応し、各技術の重要な概念に基づいた指導内容にすると共に
プログラミング、情報セキュリティ等、情報の技術の内容を充実する。

・設計・計画を中核とする技術による問題の解決を通して資質・能力を育てる
・技術のシステム化に対応するため、第３学年で統合的な問題を取り扱う。

１．平成29年学習指導要領の主な改訂のポイント

○医療等最新技術をテーマに、複数の技術を組み合わせて、新た
な発想に基づく技術の改良と応用について考える力を問う問題
を出題。 【通過率 18.7％】

「統合的な問題の解決」の問題例（別紙７、８参照）

○知識及び技能について、実践的・体験的な活動を伴って習得した基礎的な用
語や操作の理解は相当数の生徒ができているが、各技術の重要な概念の理解
については課題があると考えられる。

○思考力、判断力、表現力等について、設計・計画を中核とした技術の問題解
決における情報の技術の評価、改善及び修正は相当数の生徒ができているが、
図表、モデル、データ等を活用した設計・計画の最適化については課題があ
ると考えられる。統合的な問題の解決における新たな発想に基づく技術の改
良や応用を考える力については課題があるが、 情報の技術に関する資質・能
力の自己評価が高い生徒は、通過率が高い傾向が見られる。

２．学習指導要領実施状況調査から明らかとなった成果と課題

○指導上の改善点
・どのように原理・法則や仕組みが用いられているかについて、最新技術
を扱う施設と連携する等、実践的・体験的な学習の質を高める。

・図表、モデル、データ等を活用した探究や、デジタル技術の効果的な活
用といった、社会における新しいエンジニアリングの手法を取り入れて
設計・計画を最適化する活動の充実。

・材料、加工、生物育成、エネルギー変換の技術と情報技術とを組み合わ
せる統合的な問題の解決をより一層充実

３．２の成果と課題を踏まえた改善の方向性

４．調査問題例（ペーパーテスト中学校/技術分野）

○プログラムで制作したタッチパネルのUIを評価し、利用者の状
況を踏まえて改善及び修正する思考を問う問題を出題。

【通過率 77.5％】

「情報の技術の評価、改善及び修正」の問題例
（別紙３、４参照）

○作物の栽培における特定の環境調整の機能を問う問題を出題。
【通過率 70.2％】

「生物育成の環境調整」の問題例（別紙１参照）

○木材の組織に関わる力学的な性質を踏まえ、改良された材料の
特徴を問う問題を出題。 【通過率 30.0％】

「材料の重要な概念」の問題例（別紙２参照）
。
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「生物育成の環境調整」の問題例

別紙１（問題例）

技術分野 B(1)ア 作物の栽培における特定の環境調整の機能を問う問題
このような問題から、作物、動物及び水産生物の育成に共通する、育成環境を調節する基礎的な技術の仕組みの理解の状況を測る。 (知識及び技能)
・状況に応じた生物育成の環境調整を行う際、共通する基礎的な技術の仕組みの理解が必要。

【通過率 70.2％】
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「材料の重要な概念」の問題例

別紙２（問題例）

技術分野 A(1)ア 木材の組織に関わる力学的な性質を踏まえ、改良された材料の特徴を問う問題
このような問題から、材料の特性を踏まえ、部材の構造を含めた材料を成形する基礎的な技術の仕組みの理解の状況を測る。(知識及び技能)
・製品の設計の際、材料の特性の理解に基づいた材料の選択が必要。

【通過率 30.0％】
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「情報の技術の評価、改善及び修正」の問題例（１／２）

別紙３（問題例）

技術分野 D(2)イ プログラムで制作したタッチパネルのUIを評価し、利用者の状況を踏まえて改善及び修正する思考を問う問題
このような問題から、プログラムの制作後に課題の解決結果や解決過程を評価し、改善及び修正する力の育成状況を測る。(思考力、判断力、表現力等)
・問題解決の過程でプログラムを改善する際、ユニバーサルデザイン等の視点から評価、改善を考えることができることが必要。

以下、別紙４から別紙６まで、こ
の文脈における問題となっている。
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別紙４（問題例）

技術分野 D(2)イ プログラムで制作したタッチパネルのUIを評価し、利用者の状況を踏まえて改善及び修正する思考を問う問題
このような問題から、プログラムの制作後に課題の解決結果や解決過程を評価し、改善及び修正する力の育成状況を測る。(思考力、判断力、表現力等)
・問題解決の過程でプログラムを改善する際、ユニバーサルデザイン等の視点から評価、改善を考えることができることが必要。

【通過率 77.5％】

完答

「情報の技術の評価、改善及び修正」の問題例（２／２）
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「図表、モデル、データ等を活用した設計・計画の最適化」の問題例（１／２）

別紙５（問題例）

技術分野 D(3) データを活用して計測・制御システムを設計する際に、技術の見方・考え方を働かせてしきい値を決める思考を問う問題
このような問題から、設計でデータを活用する際に、技術の見方・考え方を働かせて問題解決ができる力の育成状況を測る。(思考力、判断力、表現力等)
・計測・制御の設計の際、データの平均値や中央値をしきい値にすると、例えば天候等の環境の変化によってセンサが想定通りの動作をしないなど、いわゆる誤作動
が起きる可能性が出てくることから、技術の見方・考え方を働かせ、どのような条件下でも一定の動作をさせるしきい値を考えることができることが必要。
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・
・

別紙６（問題例）

【通過率 36.9％】

「図表、モデル、データ等を活用した設計・計画の最適化」の問題例（２／２）

技術分野 D(3) データを活用して計測・制御システムを設計する際に、技術の見方・考え方を働かせてしきい値を決める思考を問う問題
このような問題から、設計でデータを活用する際に、技術の見方・考え方を働かせて問題解決ができる力の育成状況を測る。(思考力、判断力、表現力等)
・計測・制御の設計の際、データの平均値や中央値をしきい値にすると、例えば天候等の環境の変化によってセンサが想定通りの動作をしないなど、いわゆる誤作動
が起きる可能性が出てくることから、技術の見方・考え方を働かせ、どのような条件下でも一定の動作をさせるしきい値を考えることができることが必要。

9



「統合的な問題の解決」の問題例（１／２）

別紙７（問題例）

技術分野 内容の取扱い(6)ウ
医療等最新技術をテーマに、複数の技術を組み合わせて、新たな発想に基づく技術の改良と応用について考える力を問う問題
このような問題から、他の内容の技術も含めた統合的な問題を解決するために、技術の新たな発想に基づく改良と応用について考えられる力の育成状況を測る。(思

考力、判断力、表現力等)
・社会の問題を技術によって解決しようとする際、全ての技術の内容を踏まえシステム化した技術を考えことができることが必要。
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※問題画像を貼付【通過率 18.7％】

別紙８（問題例）

【採点規準】
①…「具体的なアイディア(イ)」から、選択した「設定した課題(ア)」の解決に適した「具体的な仕組み（改良案または応用案）等」が読み
取れる
②…「(イ)」から「①を考えた理由または期待される解決結果等」が具体的に読み取れる
③…「(イ)」から（ウ）で選んだ「情報通信ネットワーク」とその他に注目した複数の技術の「具体の改良案または応用案等」が見られる
【抽出生徒の解答の例】
(ア)3 患者の様子をいつでも確認できる見守りシステムを考えよう
(イ)患者の様子をAIにモニタリングさせ、異常を検知したらすぐに医師や看護師に通知が届く仕組みが良いと思います。見守りシステムでは
患者の様子を医師や看護師が直接確認できないからです。
(ウ)情報通信ネットワーク、映像やメディア、人工知能（AI）

「統合的な問題の解決」の問題例（２／２）

技術分野 内容の取扱い(6)ウ
医療等最新技術をテーマに、複数の技術を組み合わせて、新たな発想に基づく技術の改良と応用について考える力を問う問題
このような問題から、他の内容の技術も含めた統合的な問題を解決するために、技術の新たな発想に基づく改良と応用について考えられる力の育成状況を測る。(思

考力、判断力、表現力等)
・社会の問題を技術によって解決しようとする際、全ての技術の内容を踏まえシステム化した技術を考えことができることが必要。
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